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去る６月 29 日，ﾎﾞｰﾃﾞﾝ河畔の町フリードリンヒスハーフェンの Ham Radio'85 の会場で２回目の 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを開催しました。在独の諸兄には地理的に若干不理な様でしたが次項のような参加者 

ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
JφKE DD5EF   DJφER DJ9WH DJφUL DF2CW 

   DJφER の XYL 
 

○ 私 共 の グ ル ー プ の 名 前 を Ｊ Ａ Ｉ Ｇ と し ま し た 。 ジ ャ イ ク 又 は ド イ ツ 語 読 み で ヤ イ ク 

と呼んで下さい。Japanese radio Amateur In Germany の頭文字を取ったものです。 

  従って今回からこのニュースは上の様にＪＡＩＧ－ＮＥＷＳとしました。 

○アワードの件に関しては DARC の一環として動きたいことからこの会場でアワード案を担当している 

OM E.Warnecke(DJ8OT)と会見し，その詳細を打診したところ制作費用，発行の条件などのことも 

あって次回持越しとなりました。工藤 OM(DL/JA7SOQ)と相談の上原案をまとめます。 

○次回のミーティングは来年（1986 年）１月に再びモーゼル河畔ヴィンニンゲンで開催します。 

遠 方 か ら の 参 加 者 に 容 易 に 宿 の 調 達 が 可 能 で あ る こ と か ら こ の 時 期 ， こ の 地 を 

選んであります。山根 OM（JA4AES，DD5DN）が来春帰国予定とか。この最後の機会に 

皆んなで O M の滞独中の経験談など聞きたいものと思っています。 

日 時 は 追 っ て お 知 ら せ し ま す が  場 所 は 前 回 と 同 じ レ ス ト ラ ン で す 。 

皆 様 の 参 加 を お 待 ち し て お り ま す 。 

１ 



フリードリッヒスハーフェン 

ＨＡＭ ＲＡＤＩＯ ’８５         １９８５．６．２９日 

出席者名簿 
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ロ ン ド ン に 滞 在 中 の 太 田 O M （ J H 1 F N S ） は シ ン ガ ポ ー ル の コ ー ル サ イ ン 

9 V 1 W E を 利 用 し て G の ラ イ セ ン ス G φ / 9 V 1 W E を 取 得 運 用 中 で あ る こ と は 

前 に お 知 ら せ い た し ま し た 。 J A の ラ イ セ ン ス で は 相 互 運 用 協 定 の 成 立 し て い 

な い 現 在 そ の 許 可 の 入 手 は 困 難 で あ る こ と は 御 承 知 の 通 り で あ り ま す 。 

そ の 後 太 田 O M は G の 国 試 に 挑 戦 し 見 事 一 発 で 合 格  現 在 G φ C E O 

で Q R V し て い ま す 。 そ の 他 G か ら 佐 藤 O M （ G 4 Y H C ） 及 び 三 田 寺 O M 

（ コ ー ル サ イ ン 不 明 ） が 電 波 を 出 し て お ら れ ま す 。 

太 田 ， 佐 藤 両 O M と は 毎 週 日 曜 日 の 1 1 . 0 0 U T C に 1 4 . 2 7 5 M H z ± Q R M 

で ス ケ ジ ュ ー ル が あ り 空 中 状 態 の 悪 い 時 に は 2 1 . 2 7 5 M H z も し く は 7 . 0 7 5 M H z 

に Q S Y す る 様 申 し 合 せ て お り ま す 。 

今 後 G - D L 間 の 定 期 的 Q S O に 発 展 さ せ た い と の 希 望 も あ り ま す 

の で D L 在 住 の 方 々 の 参 加 を お 願 い い た し ま す 。 

 

 

 

３ 



 
ニ ュ ー ヨ ー ク の 塚 本 O M ( N 2 J A ) か ら 
８ 月 2 0 日 に 日 米 相 互 運 用 協 定 に 関 す る ニ ュ ー ス 
が 入 り ま し た の で 御 紹 介 致 し ま す 。 

 
郵 政 省 の 書 簡 に よ る と D L - J A 間 の 協 定 も 
調 整 中 と の 事 。 早 期 実 現 を 希 望 し た い も の 
で す 。 

 

 

 

 

August 9. 1985 

TO JANET MEMBERS 

FROM JANET CLUB 

相互協定実施へ 

3 月 8 日東京にて日米相互運用協定実施に関する日米政府口上書が交換されました。これ 

によると、30 日後に発効することとなっており、日米両国において協定が実施されるこ 

とになります。詳細は発表されていませんが、日本においては、米国免許と共に米国市 

民権所有者であるとの証明を提出する必要があります。 

米国においては、本日現在国務省にも連絡ははいっておらず、FCC からの公示も出され 

ていませんが、実施期日とみられる 9月 7日前後には公示されるものとみられます。米国 

での運用にあたっては、Form 610A での申請をする必要がありますが、FCC に申請書、免 

許証の写し（局免、従免の両方）を送付する必要があります。手続きには 60 日を要すると 

されています。その他手続料などは不要ですが、FCC 規則 97 章の入手も義務ずけられ 

ています。この Form 610A は JANET Club にありますので必要とされる方はご連絡下さい。 

JA1APA にも送付を予定しています。 

米国での運用条件は FCC ライセンス所有者と同じですが、日本での免許内容を越えて運 

用することは出来ず、電話級保持者は VHF 以上に制限されます。 

また、既に御存じとは思いますが、日本では現在使用されていない CALL SIGN の再割り 

当てが決定しており、廃局になっている局の旧保持者への CALL 再割り当て 

は、8 月 31 日以降認められなくなります。ご注意下さい。Call sign にこだわらないので 

あれば、従事者免許があれば、それ以降でも再申請は可能です。 

以上 

   JANET CLUB     Mr. Tak KUGA-JA1APA 

(N2JA)  P.O.BOX 7388 Flushing  6-10-15 Kaminagaya, Kohnan 

   New York 11352 U.S.A. Yokohama 233 Japan 

４ 

 



昭和 60 年 8月 8日 

                 郵     政     省 

 

外国人に対するアマチュア無線局の免許について 

 

アマチュア無線分野における国際化に対応するため、昭和５６年５月に電波法第５条が改正 

され、相互主義を前提に外国人に対してもアマチュア無線局の免許を与えることができること 

となったことに伴い、郵政省は、同法の改正後、諸外国の通信主官庁との間でアマチュア無線 

従事者免許の対応等相互にアマチュア無線局の開設及び運用を認め合う場合の要件及び手続に 

ついてこれまで調整を行ってきた。 

その結果、アメリカ合衆国との間でこのほど、その調整を終え、本日、東京においてアマチ 

ュア無線局の許可の相互付与に関する両国政府間の口上書の交換が行われた。 

これにより、その交換の日の３０日後からは、日米両国において他の一方の国民からアマチ 

ュア無線局の免許又は運用の許可申請があった場合には、それぞれの国の関係法令に基づき免 

許又は許可が与えられることとなる（両国民の申請手続及び両国のアマチュア無線従事者資格 

の対応等は資料のとおり。）。 

アメリカ合衆国以外の国については、西ドイツとの間でアマチュア無線従事者資格の対応等 

の調整を終え、最終的な詰めの段階に入っているが、その他の国については、アマチュア無線 

従事者資格の対応等について調整を行っている状況である。 

 

  連絡先 電気通信局電波部陸上課 

  電話：５０４－４８７３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４Ａ 



１ 日米両国間の相互主義に基づくアマチュア無線局の免許（許可）申請手続 
 

区     別 

 

アメリカ合衆国民が日本において 

アマチュア無線局を設置し及び運 

用する場合 
 

日本国民がアメリカ合衆国におい

てアマチュア無線局を設置し及び

運用する場合 

 

免許（許可） 

の種別 
 

開  設  免  許 運  用  許  可 

提 出 書 類 

 

１ 免許申請書 

２ 無線局事項書及び工事設計書 

３ アメリカ合衆国の関係行政機関 

   の発行するアマチュア無線免許 

   の写し 

４ アメリカ国籍を証する書類 
 

 

１ 運用許可申請書（外国人用） 

２ 日本国政府が発行するアマチュ 

   ア無線従事者免許証及びアマチ 

   ュア無線局免許状の写し 

 

使 用 用 語 
 

日  本  語 英    語 

提 出 期 限 

 

運用開始を指定する日の６０日前 

まで 
 

左  に  同  じ 

提  出  先 

 

地方電気通信管理局又は沖縄郵政 

管理事務所 
 

連邦通信委員会（ＦＣＣ） 

 

２ 日米両国の無線従事者資格の対応等 

日米両国のアマチュア無線従事者資格の対応は、おおむね次のとおりである。 

（日本国の無線従事者資格）      （アメリカ合衆国の無線従事者資格） 

第１級アマチュア無線技士       Amateur extra class 

第２級アマチュア無線技士       Advanced, General 又は Conditioni class 

電信級アマチュア無線技士       Technician class 

なお、日本の電話級アマチュア無線技士の資格を有する人は、アメリカ合衆国において、３０Ｍ 

Ｈｚ以上の周波数の電波で、また、アメリカ合衆国の Novice class の資格を有する人は、日本 

国において、３，５００ｋＨｚから３，５７５ｋＨｚまで、３，７９３ｋＨｚから３，８０２ｋＨ 

ｚまで、７，０００ｋＨｚから７，１００ｋＨｚまで、２１，０００ｋＨｚから２１，４５０ｋＨ 

ｚまで及び２８ＭＨｚから２９，７ＭＨｚまでの周波数帯におけるＡ１Ａ及びＡ１Ｂ電波を使用し 

てそれぞれアマチュア無線局を運用することができる。 

４Ｂ 



Ham Radio'85 の会場に来ていた OE と HB9 の電監の出張員から DL のライセンス 

の提示により何んの問題もなく得られた短期運用許可書。 

中嶋 OM も DJφKE のライセンスで許可の申し出をしましたが OE は躊躇しながらも OK でし 

たが HB9 は NO.でした。ちなみに OE は相互協定がないので JA の Ham にはライセンスの 

交付はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 



久しぶりにいただいた河合 OM(JA1BCN)からのお手紙です。 
もう 15 年も前になりましょうか Düsseldorf から DJφZU のコールサインで CW あるいは 
Fone で FB に活躍されていました。 
 
前略大変御無沙汰しています。 
早いもので、あれから、かれこれ 15 年近い時間が経過しました。 
私も、本年 65 才の関門を通過し、三度目の会社勤め 
に入っています。相変らず元気でいますので御安心の程を。 
 
München から引越されてから、私も DL に行くこともなく 
なりましたので、知る由もありませんが、お便りで状況は 
承知して居ります。XYL さんを始めお変りないものと思って居ります。 
 
さて、DL に於ける日本人ハムのアクティビィティ随分変わった 
ものですね。私の居た頃はその数もすくなく、ミーティング処で 
はありませんでしたが。会場の設定、事前連絡、資料作り、 
発送等を JA に於ける地域クラブのそれとは全然趣を異に 
して居ります。さぞかし大変でわなかったかと思います。御苦労 
様でしたとしか諸う言葉を知りません。Autobahn をとばして 
各地から馳せ参ずるスケールは、独国ならでわの証です。JA で 
わ考へられないことです。若し私が DUS に居たら多分車で参加 
しただろうと思っています。 
 
AO-10 は最近は蝕の時期な様で、何も聞えない時期 
が長くなりました。窓は地球に向け開いているのに、トランス 
ポンダ オフで使用不能です。一方 HF のコンディションも 
大したことなく、余り聞えていません。そんなこんなで、アクティヴィ 
ティは低下した俗です。 
去る３月末日から、やっと購入した PC9801F2 が動き始めて 
いますが、未だ角力をとっている段階で、使いこなしている処 
には来て居ません。英文のワープロはとにかく、和文の方は 
未だ使いこなせていませんので、和文の手紙は未だ未だ 
手書きです。 
 
AO-10 を経由した QSO も HF よりも楽でわありますが、 
DOWN LINK を 145 の FM にやられていささか参ります。 
欧州の次のプロジェクトでは、uplink を 145 にするとも聞 
きますので、楽しみにしています。 
 
梅雨明けの近い日本からさよならを申上げ、 
御健康の程を祈ります。     ７３ ＆ ８８ 
 

7/8 '85   河合 拝 
６ 



第 ５ 信 に 対 す る お 便 り の 一 部 を こ こ に 御 紹 介 致 し ま す 。 

 

         21.06.85 

壱岐 OM， 

第５信有難うございます。長いようで短かかったドイツの滞在を懐しく想い 

出しながら拝読致しました。快適だったドイツの生活から比べると地獄の様な 

忙しい毎日てす。そして今は梅雨で、何に手が触れてもベタベタ。クーラーで除湿 

しながらこれを書いている次第です。 

今年も Ham Radio が目前にせまりましたね。29 日のミーティングに出席できず 

残念です。２月にお目にかかった皆さんを初め、ミーティング参加の方々によろしく 

お伝え下さい。今年は ICOM の井上社長が JARL の代表を兼ねて、Ham  

Radio に駆けつけられる予定です。時間が許せば JAIG ミーティングに顔を出して 

くれると思いますので、一度 ICOM STAND に声をかけてみて下さい。 

ゴールデンウィークにローカルの人たちが３エレのトライバンダーを屋根に上げてくれ、 

28-14 に出られるようになりました。14 ではドイツも聞こえるのですが、14 に 

QRV すると 2ch に TVI が発生し、加えて時間がないので、ほとんど QRT です。 

まずは第５信の御礼まで。 

             73 + FB DX      JA3BAG 

         原 周三 
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May 31.’85 
 Ｄ Ｆ ２ Ｃ Ｗ  壱 岐 Ｏ Ｍ 

第 ５ 信 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 ２ ｍ で 
N 2 C A O ,  K 2 V Z ,  K D 2 H A 各 局 と ラ ウ ン ド Q S O 
し な が ら 読 ま せ て 頂 い て お り ま す 。  D . W . の テ ー プ  
ま だ 拝 聴 し て お り ま せ ん が そ の 内 に 塚 本 さ ん に 頼 ん 
で 聞 か せ て 頂 き ま す ・ ･ ・ ・ ６ 月 2 9 日 に 第 ２ 回 ミ ー テ ィ 
ングとの事、皆様によろしくお伝え下さい。 

CQ 誌の JANET NEWS の延長として“日本人による 
海 外 運 用 の 記 録 ” を ８ 月 又 は ９ 月 よ り 連 載 し た い と 考 

え て い ま す 。 ア ン ケ ー ト 用 紙 の 原 紙 を 同 封 し ま す の で 

次 回 の N . L . に プ リ ン ト し て 頂 け れ ば 幸 い で す 。 
６ 月 2 7 日 か ら ７ 月 1 7 日 迄 休 暇 と 仕 事 で 一 時 

帰国を予定しています。 
    ではお元気で。         ７３ 
      de N2ATT 荒川 
  P.S.切手代として少々同封します。ご笑納ください。 
 

*Order Format MF22 The Stationery House,Inc. 1000 Florida Ave. Hargerstown,Md 21740 

 

 
荒川 OM(N2ATT)から 10＄の寄付があり 
ました。  このニュース作成の費用にあてさせて 
いただきます。Besten Dank. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     杉本 OM(JG1GWL)からのお便りです。       
７Ａ 

 

 



壱岐 OM 
先日は VY TNX 
使い残しのドイツマルクがありますのでよかった 
ら DL の JA 人の連絡費にでも使ってください。 
あの時無理をしてでもミュンヘンまで足を 
のばせばよかったと思っております。 
私にできる事があったら何でもお申しつけ 
下さい。 
 会社 NTT 日本電信電話株式会社（EX・電々公社） 
 福岡天神電報電話局 整備課 工事主任 
 ○勤 TEL 92-771-5371（着信無料電話） 
  08:30～17:10 JST 
   TEL  92-503-8033 自宅 
         リグ TS-430S    +    FL-2500 
        トリオ ジェネカバ     リニア 6KD6×5 
  受信付 トランシーバ 
   ANT  ダイポール 
近々コンクリート支柱を建てようと思って 
おります。 
JA では一昨年より JARL100W 認定が OK になり、合法 
100W が増加しました。 
JA-W の相互免許の件ですがもうしばらく 
かかりそうであまりあてにしておりません。 
 
４年前 KH6 で FCC のテストを受けましたが 
残念ながら advanced class の code to  
credit のみしか得られませんでした。 
VK に行くと１年間限定の免許をもらえます。 
JA の人が DL に行くとすぐ免許をもらえるのに 
DL の人が JA にくるとただクラブ局の一員として 
しか on the air できないというのは 
相互主義に反します。 
６月になったというのに朝夕少し冷えます。 
５月の中旬は暑かったというのに６月に入ると急 
変な具合の天気ばかり続きます。 
DL 在住の JA 人の方からはだれからも自分のコール 
サイン存続の件についての照会はありませんで 
自分のコールサインはもう愛着がなくなったのか 
それとももう仕方がない事と思われているのでしょうか 
残念に思います。 
とりとめのない事ばかり書きました。 
貴局の FB DX を祈っております。  JA6EGL 三宅 

EX 
JR1CWI 
EX 
DL/JA6EGL 

８

 



 

第５号でお知らせしました様に三宅 OM は再開局申請のお手伝いを申し出て居られます。 

その後この様な御手紙をいただきましたので御紹介致します。そして 10DM の寄付がありました。

どうもありがとうございました。このニュース発行の為有効に使わせていただきます。 
 
 

前略 

 
先日の F ied r i chsha fen での Mee t ing たいへん楽しかったです。 

２ 月 の W i n n i n g e n 以 来 の た め ， 久 し ぶ り と い う 感 じ が し ま し た 。 時 々 は 電 話 

で お 話 を し て い る の で す が ， H ｉ ! 

 
壱 岐 O M は 次 回 の M e e t i n g は 来 年 １ 月 頃 と お っ し ゃ っ て お ら れ ま し た が ， 

今年の 10 月頃，再度 Winningen ではどうでしょうか？ 

D J φ U L 松 村 先 生 と も お 話 し を し て 上 記 の 頃 に 会 え た な ら ば ， と い う 結 論 

になってしまいました。 

ちょうど新ワインのころでもあり，秋のモーゼル河の風景もよいものだと思います。 

私でお手伝い出来ることがあれば，何なりとお申し付け下さい。 

 
６月 29 日に Friedrichshafen の会場で Boger funk のブースにいらした日本人の方に 

お声がけをして下記の日本人ハムの住所と名前を聞いておきましたので，ご報告します。 

 
 Boger funk の人  Mr.Shizuya Okamoto 

    Hauptstr.26 

    7960 Aulendorf 

 

 YL   Fr.Mieko Iwasaki 

    Max-Eyth-Str.6-3 

    7016 gerlingen DOK P24 

 
ちょうど７月５日に会社の Ham にさそわれて近郊の Leonberg(P24)の OV abend 

に Gast として参加したところ，岩崎さんが Leonberg の OV に入ってらっしゃるということ 

が分かりました。残念ながらコールは DD5K?と言っておられましたが，ラストレター 

わすれてしまいました。申し訳ありません。当日は彼女は欠席でした。 

 
８Ａ 

 

 



 

その後，Callbook を再度確認したところ，前々回でご報告した日本人ハムのリストにぬけが 

ありましたので以下追記いたします。 

 

 DCφFW Ferenc Murai 

   Ernst-Moritz-Arndt-Str.9 

   5620 Velbert 1 

 DCφJH Isao Atsuki 

 Windvogt 27 

 4044 Kaarst 1 

 DD5KC  Naobumi Aoyoshi 

   Sund-gauallee 40 

   7800 Freiburg 

 

今年の西独内での Ham fest は下記の通りですので，参加予定しています。 

この時にも，Friedrichshafen の形式で Meeting が持てたらと思います。 

 

 14/9～15/9 UKW Tag 

   Weinheim 

 8/11～10/11 Interradio 

   Hannover 

 

H F の ア ン テ ナ は 早 け れ ば ， ８ 月 初 旬 に バ ル コ ニ ー へ 設 置 可 能 と な り ま す 。 

7～2 8 M H z  O N  A I R 可能です。現在でも西独 H a m の C W が 2 8 M H z でも 

聞こえています。まだまだ HF 帯楽しめそうです。 

 

次回お会い出来る 日を楽しみにしています。  それ では ，さようなら。 

 

       昭和 60 年７月７日       中嶋 康久 
 
 
 
 
 
秋にもう一度 Winningen でとの提案ありがとうございます。シーズン中で酒の確保がむずかし 

く前にも書きました様に１月に開催したいと考えています。 
８Ｂ 

 

 

 



荒川 OM(N2ATT,JA3AER)は相互協定実現の為の資料として次の様な調査をして居ります。 

まだ提出されていない方は次頁のアンケート用紙を使って彼あて直接返事を出して下さい。 

御協力お願いいたします。 

 

Ｄｅａｒ ＯＭ， 

日本の相互運用協定は足踏み状態にありますが、現在までに海外で運用された日本人 

の記録をまとめてみたく、お手数ですが裏面のアンケート用紙にご記入の上、下記まで 

お送り戴けると幸いです。 尚、後日これらの資料が整理出来ましたら、ＪＡＮＥＴ 

ＮＥＷＳに掲載、または単行本として発行させて戴くこともありますので、あらかじめ 

ご了承下さい。         1985 年 3 月 25 日 N2ATT 荒川 泰蔵 

 

記入要領 

免許の種類について．．．．． Ｐ：個人局免許 

    Ｃ：クラブまたはグループへの免許 

    Ｔ：個人への臨時運用許可 

    Ｉ：正規の免許でなくクラブ員証などで運用 

    PG：個人局のゲストオペ 

    CG：クラブ局のゲストオペ（コンテスト等で個人コールを 

           クラブとして使用する場合を含む） 

    DX：ＤＸペディなど特別コールの一時的免許又は許可 

    Ｒ：相互運用協定などで免許や許可を要さぬもの 

 

状況説明(記事)について・・・次ぎのことを参考に作文して下さい。 

＊ 何故その国へ出かけたか 

＊ どのようにして免許を取ったか（条件、試験、局の検 

   査など） 

＊ 誰が助けてくれたか（現地人のコールや名前） 

＊ 運用中のトピックス 

＊交信局数 

＊ ローカルのハムやクラブの様子 

＊ 近所の風景や人々（ハムとは関係なく） 

＊その他感想等 

 

送り先： TAIZO ARAKAWA, N2ATT, 444 WESTMINSTER PLACE, LODI, NJ 07644, U.S.A. 

 

９ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

March.31.1985 
                om 

日 本 の 相 互 運 用 協 定 は な ぜ か 足 踏 み 状 態 に あ り 
ま す が 、 既 に o m を は じ め 多 く の 日 本 人 が 海 外 で 
運 用 し て き ま し た 。 し か し こ れ ら は そ の 国 々 の 人 達 
の 好 意 に よ る も の で 、 一 日 も 早 く そ れ ら の 国 の 人 達 
に も 日 本 で 運 用 し て も ら え る よ う に し た い も の で す 。 

そ こ で 相 互 運 用 協 定 の 促 進 を 側 面 か ら プ ッ シ ュ 
す る た め 、 又 、 相 互 運 用 協 定 以 前 の 時 代 の 海 外 
で の 運 用 記 録 を 残 す た め 、 こ れ ら の デ ー タ ー を 集 
め た く o m の ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。 

同 封 の ア ン ケ ー ト 用 紙 に 右 の 例 に な ら っ て o m 
の 貴 重 な 経 験 を ご 記 入 頂 け れ ば 幸 い で す 。 若 し 
複 数 の カ ン ト リ ー を 運 用 さ れ た 場 合 は 用 紙 を コ ピ ー 
し て ご 記 入 を お 願 い 致 し ま す 。 

こ の ア ン ケ ー ト 用 紙 は J A N E T  C L U B メ ン バ ー を 中 心 
に 依 頼 し て い き ま す が 、 お 知 り 合 い に 海 外 運 用 の 
ご 経 験 の あ る 方 が お ら れ ま し た ら コ ピ ー を 渡 し 
記 入 を 依 頼 し て 頂 く か 、 Q R A , Q T H を お 知 ら せ 下 
さい。（当方よりアンケート用紙を送ります） 

以上、お願いまで。    73 
de N2ATT/JA3AER 
   荒川 泰蔵 

 
 

Order Format MF22 The Stationery House,Inc. 1000 Florida Ave. Hargerstown,Md 21740 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９Ａ 

 



 

 

 

   

＜アンケート用紙＞ ・ ・ ・ ・ ・ 一件一葉で記入要領は裏面を御覧下さい。 

 

  氏名（漢字）： 荒 川 泰 蔵        カントリー：    タイランド           

  氏名（ローマ字）： TAIZO ARAKAWA          コールサイン：     HS1TA          

  ハンドル：  TAIZO         免許の種類： I  （裏面参照の上記号で） 

  ＪＡコール：      J A 3 A E R        免許の条件：政府発行の免許でなく会員帳  

  現住所： 444 WESTMINSTER PLACE        免許期間：  5/10/1968  -  8/31/1969    

    LODI, NJ 07644 U.S.A.        運用期間：  5/10/1968  -  8/31/1969  

            運用場所（都市名）： バンコク        

      運用周波数・モード： 14-28 MHz SSB  

  添付：[]運用中の写真（シャックの写真） ゲストオペの場合の免許人（クラブ）名： 

 []免許または許可証のコピー        

 []ＱＳＬカード     臨時免許でシャックを借用した場合： 

 []その他参考資料   （コール）          （氏名）             

  

  状況説明（記事）：早川電気（現シャープ）の駐在員としてバンコクに滞在していたが軍政下 

    のタイランドではアマチュア無線を正式には認めていなかった。 しかし、ラジオ 

    クラブＳＴＡＲが発行する会員証にコールサインが書き込まれ、それで運用する 

    ことは黙認されていた。SEA NET で知り合った、ＨＳ１ＣＢ，Ｃｈａｎｋｉｊ（会長）の   

    シャックを訪問し、ゲストオペにて運用している間に、会員台帳を聞いてＨＳ１ＴＡ 

    （私のイニシャル）が空いているとその場でコールサインを割当てＨＳ１ＢＤ，Bob（アメ 

    リカ人）のサインの入った会員証を発行してくれた。バンコク市内のホテルで開か 

    れていた月例ミーティングはベトナム戦争時代であったので、ほとんどがアメリカ人で 

    あった。しかし、輸入又は持込みが禁止されていた送信機も、アメリカ軍の基地では自由 

    に扱われ私のトランシーバーも日本の米軍基地経由でこれらのアメリカ人(クラブ員)が運 

    んでくれたので助かった。  （用紙不足の場合は適当な用紙をお使い下さい） 

 

  その国で所属したクラブ等： ＳＴＡＲ ( S o c i a t y  o f  T h a i  A m a t e u r  R a d i o )  

  当免許や運用等が報道または記録された新聞、雑誌名と その発行年月：                   

   ＣＱ ｈａｍ ｒａｄｉｏ １９７０年２月号             

 

 

  注：同一国で複数の方々からレポートのあった場合は、原則として初期のものを優先しま 

すが、内容の充実度も考慮して編集部で変更する場合もありますので、あらかじめご了 

承ください。尚 免許・運用については 100％記録に残したいと考えています。 

 

 

 

 

９Ｂ 

記入例 



 

＜アンケート用紙＞ ・ ・ ・ ・ ・ 一件一葉で記入要領は裏面を御覧下さい。 

 

氏名（漢字）：           カントリー：     

氏名（ローマ字）：             コールサイン：     

ハンドル：           免許の種類：    （裏面参照の上記号で） 

ＪＡコール：           免許の条件又は資格：    

現住所：                        免許期間：  /  /19    -    /  /19  

             運用期間：  /  /19    -    /  /19  

            運用場所（都市名）：    

      運用周波数・モード：    

添付： []運用中の写真（シャックの写真） ゲストオペの場合の免許人（クラブ）名： 

 []免許または許可証のコピー        

 []ＱＳＬカード     臨時免許でシャックを借用した場合： 

 []その他参考資料   （コール）       （氏名）            

  

状況説明（記事）：          

            

            

            

            

 

 

 

 

 

            

            

    （用紙不足の場合は適当な用紙をお使い下さい）  

その国で所属したクラブ等：         

当免許や運用等が報道または記録された新聞、雑誌名と その発行年月：              

            

 

注：同一国で複数の方々からレポートのあった場合は、原則として初期のものを優先しま 

すが、内容の充実度も考慮して編集部で変更する場合もありますので、あらかじめご了 

承ください。尚 免許・運用については 100％記録に残したいと考えています。 

 

 

９Ｃ 



Ｄｅａｒ ＯＭ， 

日本の相互運用協定は足踏み状態にありますが、現在までに海外で運用された日本人 

の記録をまとめてみたく、お手数ですが裏面のアンケート用紙にご記入の上、下記まで 

お送り戴けると幸いです。  尚、後日これらの資料が整理出来ましたら、ＪＡＮＥＴ 

ＮＥＷＳに掲載、または単行本として発行させて戴くこともありますので、あらかじめ 

ご了承下さい。  1985 年 3 月 1 日 N2ATT, 荒川 泰蔵 ＆ ＣＱ ham radio 編集部 

 

記入要領 

免許の種類について．．．．． Ｐ：個人局免許 

    Ｃ：クラブまたはグループへの免許 

    Ｔ：個人への臨時運用許可 

    Ｉ：正規の免許でなくクラブ員証などで運用 

    PG：個人局のゲストオペ 

    CG：クラブ局のゲストオペ（コンテスト等で個人コールを 

            クラブとして使用する場合を含む） 

    DX：ＤＸペディなど特別コールの一時的免許又は許可 

    Ｒ：相互運用協定などで免許や許可を要さぬもの 

 

状況説明(記事)について．．．次ぎのことを参考に作文して下さい。 

＊ 何故その国へ出かけたか 

＊ どのようにして免許を取ったか（条件、試験、局の検 

  査など） 

＊ 誰が助けてくれたか（現地人のコールや名前） 

＊ 運用中のトピックス 

＊交信局数 

＊ ローカルのハムやクラブの様子 

＊ 近所の風景や人々（ハムとは関係なく） 

＊その他感想等 

 

送り先： TAIZO ARAKAWA, N2ATT, 444 WESTMINSTER PLACE, LODI, NJ 07644, U.S.A. 

  または 

        〒170 東京都豊島区巣鴨 1-14-2, ＣＱ 出版株式会社, ＣＱ ham radio 編集部 

 

 

 

９Ｄ 
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